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研究成果の概要： 
 本研究は，高校生の学校不適応の予防や心の健康の増進を目的とした心の健康教育プログラ

ムを開発することを目的とした。高校生や高校教師の心の健康教育の内容に関するニーズ調査

からは，ストレスを上手にコントロールするための方法を習得することのニーズが高いこと，

ストレス状態に影響を及ぼす要因に関する調査研究からは，不適切なストレス対処方略や出来

事に対する認知のゆがみがストレスを高めていることが示された。これらの知見に基づいて，

8 セッションからなる心の健康教育プログラムを開発し，さらにそのための高校生用テキスト

を作成した。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2006 年度 900,000 0 900,000 

2007 年度 500,000 150,000 650,000 

2008 年度 800,000 240,000 1,040,000 

年度  

  年度  

総 計 2,200,000 390,000 2,590,000 

 
 
研究分野：社会科学 
科研費の分科・細目：心理学・臨床心理学 
キーワード：教育系心理学，健康開発 
 
１．研究開始当初の背景 
学校における，不登校，いじめ，暴力行為，

非行等の学校病理問題は，近年ますます増加
傾向にある。その背景にはさまざまな問題が
潜んでいると思われるが，その原因のひとつ
として，児童生徒が日常の学校生活において
さらされるストレスフルな出来事に適切に
対処できないために，心理的・身体的ストレ
ス症状が高められ，不適応症状や問題行動に
発展している可能性が指摘されている。なか
でも，友人関係に関わるストレスは適切に対

処することが特に難しく，円滑な人間関係を
築きそれを維持するための社会的スキル（コ
ミュニケーション・スキル）に欠けている児
童生徒や，人間関係上のトラブルを適切に解
決するために必要とされる社会的問題解決
スキルを十分身に付けていない児童生徒ほ
ど，不適応症状や問題行動を示しやすいこと
が報告されている。さらに，そのような児童
生徒はいじめの被害者だけでなく加害者に
もなりやすいことが示唆されている。 
 本来，そのような社会的スキルやストレス



対処スキルは，学校のみならず家庭や地域社
会における人間同士の多様な相互作用の中
で少しずつ育成されてくるはずのものであ
る。しかしながら，現代社会においては残念
なことにその機能が十分に果たされていな
いように思われる。したがって，円滑な人間
関係の形成の仕方や，さまざまなトラブル解
決するための方法を習得する機会を，児童生
徒に積極的に提供していくために，社会的ス
キルやストレス対処スキルの習得を中心と
した総合的な心の健康教育プログラムを学
校教育の中に導入していく必要がある。 
 これまで学校において実践されてきたソ
ーシャルスキル教育やストレスマネジメン
ト教育に代表される心の健康教育プログラ
ムは，主として小・中学生を対象としたもの
であり，高校生を対象とした実践はほとんど
行われてこなかった。しかしながら，高等学
校において，受験に象徴される学業ストレス
や友人関係に関するストレスなどを原因と
して学校不適応や心身症の状態に陥る生徒
が増加傾向にあることや，さらには中途退学
者が毎年 2～3％にのぼるという実態を鑑み
ると，高校生にも何らかの心の健康教育プロ
グラムを実践する必要があると考えられる。 
 
２．研究の目的 
高校生を対象とした心の健康教育プログ

ラムは，小・中学生と比べて発達段階が異な
ることや，社会に巣立つ直前の時期にあるこ
とを考えると，小・中学校において実践して
きた心の健康教育プログラムをそのままの
形で導入することには，教育内容や教育効果
の面で疑問がある。 
そこで本研究では，高校生の学校不適応の

予防や心の健康の増進を目的とした心の健
康教育プログラムを開発とその普及を目指
し，①高校生自身および高校の教師が心の健
康教育についてどのようなニーズ（ストレス
に対する知識，効果的なストレス対処の方法，
コミュニケーション・スキルなど）を持って
いるかを具体的に把握し，②それらの要素が
ストレス状態に及ぼす影響を検討すること
を通して，教育効果の高いプログラムを構築
すること，③そのプログラムの実践を通して，
実際の教育効果について検討することを目
的とする。 
 
３．研究の方法 
〔研究１〕公立高校の１～３年生 340 名およ
び高校教師 67 名を対象とし，心の健康教育
に対するニーズ調査を行った。調査内容は，
高校生び対しては，①ストレスに関する知識
に関する質問，②心の健康教育に対して習得
したい内容に関する質問，③学校ストレッサ
ー尺度，④ストレス反応尺度，⑤コーピング
尺度であり，高校教師に対しては，①ストレ

スの知識に関する質問，②心の健康教育にお
いて生徒に習得させたい内容に関する質問
であった。 
〔研究２〕高校生のストレス・コーピング方
略とストレス反応との関連性について調べ
るために，公立高校の１～３年生 340 名を対
象として調査研究を行った。調査内容は，①
高校生用学校ストレッサー尺度，②コーピン
グ尺度，③ストレス反応尺度の３つの尺度か
ら構成されていた。 
〔研究３〕高校生の対人不安場面における認
知のゆがみとストレス反応との関連性を検
討するために，公立高校および私立高校の１
～３年生 545 名を対象として，①対人関係場
面における認知のゆがみに関する質問，②ス
トレス反応尺度を実施した。 
 
４．研究成果 
〔研究１〕高校生に対する心理教育プログラ
ムのニーズ調査 
（１）生徒と教師のストレスに関する知識に
ついて 
「ストレスの知識に関する質問」の正答率を
みると，生徒も教師もどの項目についても大
きな差異はなく，両者ともストレスについて
概ね正しい知識を持っていることが窺えた。
特に，「災害や事故にあった人など一部の特
別な人だけが感じるものである」「体の病気
を引き起こすものである」「心の病気を引き
起こすものである」「ふだんの生活に悪い影
響を及ぼすものである」という項目の正答率
が非常に高く，ストレスが誰でも日常的に経
験しているものであり，それによって心身の
健康が損なわれたり，日常生活に支障をきた
したりする可能性があるという認識が，生徒
にも教師にも浸透しているものと思われる。
「自分には関係のないものである」「誰もが
毎日のように感じているものである」という
項目の正答率も比較的高いことも，そのこと
を支持するものであった。 
 「自分の身の回りで起こる不快な出来事が
原因となるものである」「身の回りで起こる
不快な出来事が原因となるものである」とい
う項目の正答率も高く，嫌悪的な環境刺激だ
けでなくそのような刺激に対する認知的評
価がストレスの原因になるという認識を，持
っていることが示された。 
 しかしながら，「気晴らしをすれば解消で
きるものである」「がんばって努力すれば解
消できるものである」というストレス・コー
ピングの質問に対しては，生徒も教師も回答
が若干ばらついている。特に，「気晴らし」
の不正解率が高く，生徒や教師が日常経験す
るストレスに対しては，「努力」コーピング
よりも「気晴らし」コーピングの方が効果的
であると認識しているものと推測される。ス
トレス・コーピングの研究領域では，状況に



応じてさまざまなストレス・コーピング方略
を柔軟に使い分けることがストレス低減に
効果的であることが示されている。したがっ
て，ストレスマネジメント教育では，コーピ
ングについての正しい知識を提供するよう
な教育内容を盛り込むことが重要であると
思われる。 
（２）「心の健康教育」に対するニーズ 
 生徒の回答で「とても学びたい」「少し学
びたい」を合わせて 80％を超えた項目は，「ス
トレスの解消法について」「不安な気持ちに
なった時や緊張した時のリラックスのしか
たについて」「気持ちが落ち込んだり，何も
やる気がしなくなったりした時の解決法に
ついて」であり，生徒が現在非常に強いスト
レス状態にあり，その効果的な緩和方法を知
りたいというニーズが極めて高いと思われ
る。それらの項目は教師の回答で「とても学
ばせたい」「少し学ばせたい」を合わせると
ほぼ 100％であり，教師も生徒のストレス状
態が高く，しかもストレスの効果的な緩和方
法を見出せないでいるという認識を持って
いると推測できる。 
（３）ストレスに関する知識と心の健康教育
に対するニーズによるストレス状態の差異 
生徒のストレスに関する知識（以下，知識）

と心の健康教育に対するニーズ（ニーズ）が
どのようなストレス状態を反映しているか
を調べるために，知識とニーズをそれぞれ高
低の２群に分け，学校ストレッサー（友人関
係，学業）およびストレス反応（抑うつ・不
安，不機嫌・怒り，無気力）を従属変数とし
た２×２の２要因分散分析を行った。その結
果，ストレスに関する知識が高く，心の健康
教育に対するニーズも高い生徒ほど友人関
係ストレッサーを多く経験しており，人間関
係の不調を感じている傾向が高いことが示
された。一方，学業ストレッサーについては
知識やニーズの高低による統計的に有意な
差は認められなかった。 
 ストレス反応の結果からは，ストレスに関
する知識が豊富で心の健康教育に対するニ
ーズの高い生徒ほど，高いストレス状態にあ
ることが示された。 
（４）ストレスに関する知識と心の健康教育
に対するニーズによるストレス・コーピング
の差異 
 生徒のストレスに関する知識と心の健康
教育に対するニーズによるストレス・コーピ
ングの差異を調べるために，前項のストレス
状態に関する分析と同様に，知識（高低）と
ニーズ（高低）を独立変数，コーピング尺度
の６つの下位尺度（努力，問題価値の切上げ，
問題価値の切下げ，諦め，被支持，気晴らし）
をそれぞれ従属変数として，２要因の分散分
析を行った。その結果，知識の低い生徒は学
業ストレス場面で「諦め」コーピングを多く

用いること，およびニーズの高い生徒は友人
関係ストレス場面では「努力」や「被支持」
コーピングを，学業ストレス場面では「被支
持」コーピングを多く用いることが示された。
このことは，知識の低い生徒はストレス場面
において「諦め」のような回避的コーピング
を用いることが多いが，ニーズの高い生徒は
他者のサポートを求めながら，問題を解決し
ようとする傾向があることを示唆している。 
 以上のことから，高校生を対象とした心の
健康教育では，特にコーピングに関する基本
的な知識を提供し，さらにそれを現実のスト
レス場面で柔軟に使用できるような，問題解
決スキルに関する演習を多く取り入れてい
く必要があることが示唆された。 
 
〔研究２〕高校生のストレス反応に及ぼすコ
ーピングの効果 
（１）ストレス経験およびコーピングのパタ
ーンによる分類 
 友人関係と学業ストレス経験，およびそれ
ぞれのストレス場面において用いられるコ
ーピングのパターンとストレス反応との関
係を検討するために，それぞれのストレス経
験得点の平均値に基づいて高低の 2群に分け，
各群に属する生徒の 6種類のコーピングの Z
得点に基づいて Qモードのクラスター分析を
行った。クラスター数を 2～5に設定して解
釈可能性を検討したところ，いずれのストレ
ス場面の高低群ともに 3クラスターに分類す
ることが妥当と考えられた。 
 友人関係ストレス高低群のクラスター分
析の結果，両群ともに，積極的対処群（低群
Ｎ＝72，高群Ｎ＝31）（「努力」が比較的多く，
「問題価値の切下げ」と「諦め」が少なく，
「被支持」と「気晴らし」は平均的），低対
処群（低群Ｎ＝52，高群Ｎ＝37）（「努力」「問
題価値の切上げ」「被支持」「気晴らし」が少
なく，「問題価値の切り下げ」「諦め」は平均
的かやや多い），全般的対処群（低群Ｎ＝82，
高群Ｎ＝66）（どの対処方略も平均より高い）
の 3群に分類され，この各対処方略の用いら
れ方は友人関係ストレッサーの高低によっ
て若干の違いはあるものの，極めて類似して
いた。各群に所属する生徒数は，高低群とも
に全般的対処群が最も多く，低対処群が最も
少なかったが，積極的対処群は高群よりも低
群の方が少なかった。なお，全般的対処群で
は，「努力」や「問題価値の切り上げ」とい
う問題解決志向のコーピングと，「問題価値
の切り下げ」「諦め」「気晴らし」という回避
的コーピングという一見相反するコーピン
グがいずれも平均より多く用いられている
が，このことはこの群の生徒は状況普遍的に
特定のコーピングを行っているわけではな
く，個別の状況に応じた柔軟なコーピングを
行っていることを意味しているものと考え



られた。 
 また，学業ストレス高低群のクラスター分
析の結果積極的対処群（低群Ｎ＝71，高群Ｎ
＝95）（「努力」と「問題価値の切上げ」が比
較的多く，「問題価値の切下げ」と「諦め」
が少なく，「被支持」と「気晴らし」は平均
的），回避的対処群（低群Ｎ＝53，高群Ｎ＝
48）（「努力」「問題価値の切上げ」は平均的
かやや少なく，「問題価値の切下げ」「諦め」
「被支持」「気晴らし」が多い），低対処群（低
群Ｎ＝44，高群Ｎ＝29）（「努力」「問題価値
の切上げ」「被支持」「気晴らし」が少なく，
「問題価値の切下げ」「諦め」は低群では少
なく，高群では平均的）の3群に分類された。
積極的対処群と低対処群の２つの群は友人
関係ストレス場面と非常に類似していたが，
友人関係ストレス場面で見られた全般的対
処群に対して，学業ストレス場面では「努力」
や「問題価値の切下げ」という問題解決志向
のポジティブなコーピングが平均的かやや
少なく，「問題価値の切下げ」や「回避」の
ような消極的なコーピングが極めて多い回
避的対処群と呼ぶほうがふさわしい群に変
わっていた。また，友人関係ストレス場面で
は積極的対処群に含まれる生徒数は比較的
少なかったが，学業ストレス場面ではストレ
スの高低に関わらず最も多かった。低対処群
の生徒数が最も少なかったことは両ストレ
ス場面で共通していた。 
（２）ストレス経験頻度およびコーピングの
パターンによるストレス反応の相違 
 友人関係ストレス場面におけるストレス
経験頻度の高低別およびコーピング・パター
ン別のストレス反応得点と，両者を独立変数
とした 2要因分散分析の結果，いずれのスト
レス場面においても，すべてのストレス反応
は，コーピングのパターンの違いよりも，ス
トレスの高低によって強く規定されていた。
コーピングのパターンの影響力はそれほど
強いものではなかったが，一部に以下のよう
な若干の効果が認められた。 
友人関係ストレス場面では，低対処群より

も積極的対処群の方が抑うつ・不安反応が高
かった。この結果は，ストレスレベルの高低
に関わらず，友人関係ストレス場面で「努力」
を多く行う生徒は抑うつや不安のレベルが
高いということを意味している。努力優先の
コーピング・パターンを持つこの群の生徒は，
友人関係ストレスに対して努力をしてもな
かなか解決せずに抑うつや不安を高め，抑う
つや不安が高まるとさらに努力をするとい
う悪循環に陥っている可能性があり，そのよ
うな解決が難しいストレッサーにさらされ
た場合には，むしろ特定のコーピングをしな
いで静観するというコーピング・パターンを
もつ低対処群の生徒の方が，抑うつや不安と
いう反応についてはリスクが低いことが考

えられた。 
 学業ストレス場面では，無気力反応におい
てストレス経験とコーピング・パターンとの
間に有意な交互作用が認められた。これは，
低対処群の無気力反応が，高ストレッサーの
場合には他の群よりも高く，低ストレッサー
の場合には低くなっているためである。すな
わち，学業ストレス経験が多い場合にはあま
りコーピングをしない生徒の方が無気力が
高く，ストレス経験が少ない場合にはコーピ
ングをしない生徒の方が無気力が低くなる
ことを意味している。このような交互作用が
見られたことは，コーピングの機能がストレ
ッサーのレベルやストレス反応の種類によ
って複雑に変化する可能性を示唆するもの
であり，こうした点を踏まえて，コーピング
は複雑な機能をもつことやコーピングの柔
軟性がストレス低減には重要であることを
高校生に教えていく必要があると考えられ
た。 
 
〔研究３〕高校生の対人関係場面における認
知のゆがみとストレス反応 
（１）認知のゆがみの質問項目の因子構造 
 認知のゆがみの質問項目を尺度化するた
めに，最尤法，プロマックス回転による因子
分析を行い，その因子構造について検討した。
最終的な因子分析の結果，4因子（各因子 4
項目）が抽出された。 
 第 1因子は，「自分と他人の友だちの数を
比べてしまう」「友だちの一人に無視される
と，みんなに無視されているように感じる」
など，対人関係における過剰な自信の欠如を
表わす項目群で構成されており，「自信欠如」
と名づけた。第 2因子は，「自分はクラスの
中で人望がない方だ」「クラスメイトは，私
と話していても面白くないと思っているは
ずだ」など，対人関係場面において過剰に低
い自己評価を表わす項目群から構成されて
おり，「自己卑下」とした。第 3因子は，「私
に友だちができたのは，みんなが私に話しか
けてくれたからだ」「自分が仲間はずれにさ
れないのは，みんながやさしいからだ」など，
自己の肯定的側面を他者のおかげだと評価
したり，自分が否定的評価を受けないように
他者に過剰に配慮することを表わす項目群
で構成されており，「他者配慮」とした。第 4
因子は，「好きな人以外とは関わりたくない」
「クラスメイトは，私のことが好きか嫌いか
のどちらかだ」など，他者に対する嫌悪的な
感情によって他者を過剰に排除しようとす
ることを表わす項目群で構成されており，
「他者排除」とした。 
以上の結果から，本研究で用いた認知のゆ

がみの質問項目群から「高校生用対人場面の
認知のゆがみ尺度」を構成することとした。
この尺度は，「自信欠如」「自己卑下」「他者



配慮」「他者排除」という相互に比較的関連
性の高い 4つの下位尺度，各 4項目，計 16
項目から成る尺度である。 
（２）認知のゆがみとストレス反応との関係 
認知のゆがみとストレス反応との関連性

を検討するために，認知のゆがみ尺度の各下
位尺度を独立変数，ストレス反応尺度の各下
位尺度をそれぞれ従属変数とした重回帰分
析を行った。 
 ストレス反応の各下位尺度に対する認知
のゆがみの説明力はいずれも比較的高く，特
に「無気力」に対しては約 30％の説明率があ
った。標準偏回帰係数をみると，「無気力」
に対しては「自己卑下」が高い係数を示して
おり，「自信欠如」と「他者配慮」は有意で
はあったが若干低い値であった。「抑うつ・
不安」に対しては，「自信欠如」と「自己卑
下」が有意なやや高い係数であった。また，
「不機嫌・怒り」については，「自己卑下」
が有意なやや高い係数を示したが，「他者排
除」は有意ではあったが若干低い係数であっ
た。その他は.10 以下の係数であり，ほとん
ど関係がないことが示された。 
 以上のように，特に「自信欠如」と「自己
卑下」は多くのストレス反応と比較的高い相
関があり，そのような認知を再構成すること
を，高校生の心の健康教育プログラムに含め
る必要性が示唆された。 
 
〔心の健康教育プログラムの作成〕 
 以上の基礎的な調査研究を踏まえて，高校
生用の心の健康教育プログラムを構成し，そ
の教材となるワークブックを作成した。この
プログラムは 8セッションで構成されている。
その内容は，①お互いをよく知ろう（本プロ
グラムの目標の説明とメンバー間の相互理
解），②不安のコントロール（対人不安をも
たらす認知的要因についての心理教育とポ
ジティブなセルフトークの練習），③アサー
ションの方法を学ぼう(1)（自己表現の 3つ
のタイプの理解とアサーティブな自己表現
の練習），④アサーションの方法を学ぼう(2)
（問題解決のためのアサーションの理解と
練習），⑤問題を解決しよう(1)（トラブルを
解決するための 6段階の問題解決スキルの理
解と練習），⑥問題を解決しよう(2)（目標達
成のためのスモールステップによる問題解
決スキルの理解と練習），⑦ストレスマネジ
メント(1)（ストレスのメカニズムの理解と
リラクセーション法の練習），⑧ストレスマ
ネジメント(2)（ストレス対処法の理解と練
習）である。それぞれ，ワークシートに基づ
いて，具体的なテーマについて，自ら考え，
仲間と情報交換し，グループ活動を行うこと
により，さまざまなスキルを習得することを
目指している。 
 高校生を対象として，認知行動療法の技法

とストレスマネジメントの考え方を取り入
れた心の健康教育プログラムは，これまでわ
が国においては実施されておらず，本プログ
ラムの教育効果が今後の実践によって実証
されれば，多くの高等学校において，学校不
適応の予防のために利用されることが期待
される。 
 これまで，中学生時に不登校経験の生徒が
数多く入学してくる単位制高等学校におい
てこのプログラムを実践してきたが，その教
育効果についてはまだ十分な検証がなされ
ていない。今後，さらに多くの高校における
本プログラムの実践と効果検証が課題とし
て残されている。 
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